
吸引プラズマの研究

＜背 景＞
当社で事業化を進めている『局所吸引プラズマ加工装置』において、システムの信頼性を上げるために保守交換部

品の堅牢化、長寿命化が必要であり、特に吸引プラズマ技術のコアとなるプラズマ発生部の長寿命化が求められてい

る。

本研究開発では、本質的に課題となる投入電力による熱を抑制することを目的に、低電力でも高効率なプラズマ発

生が可能な新たなプラズマガンの製品化に向けてプラズマ生成方式の検討・評価を行った。

＜研究開発プロセス＞
①現行性能の確認、目標設定
②予備評価、方式決定
③実評価
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＜研究開発結果＞

＜共同研究機関との取組み＞

茨城大学は、高効率なプラズマ発生方式の検討を行うとともに試作した
プラズマ発生源を用いてプラズマ諸パラメータの測定を行った。
三友製作所は、目標設定を行う為に試作したプラズマガンにて、実サン
プルの加工を行い、加工レートや電力と温度との相関関係のデータを取得
した。

新しい方式での吸引プラズマの生成に成功した。また、プラズマ密度は
従来方式に比べて2倍程度大きくなり、目標値の1.5倍を達成した。このこ
とから、投入電力を従来法よりも低く設定して熱を抑制して使用できる可
能性を見出し、長寿命なプラズマガンの製品化に向けて先鞭をつけること
ができた。
一方で、新方式のプラズマガンの製品化には、実サンプルによる加工
データの蓄積が必要である。また、新方式のプラズマ生成は従来法に比べ
てプラズマ点火が難しく、専用ユーティリティ(電源)の開発が必要であり、
引き続き開発を進めていきたい。
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